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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の状況

回次 第35期中 第36期中 第37期中 第35期 第36期

会計期間

自平成18年
３月１日
至平成18年
８月31日

自平成19年
３月１日
至平成19年
８月31日

自平成20年
３月１日
至平成20年
８月31日

自平成18年
３月１日
至平成19年
２月28日

自平成19年
３月１日
至平成20年
２月29日

売上高 (千円) － 3,974,740 3,277,734 3,711,940 5,020,820

経常利益 (千円) － 152,131 170,117 223,276 439,573

中間（当期）純利益 (千円) － 88,648 90,654 131,933 229,543

持分法を適用した場合の

投資利益
(千円) － － － － －

資本金 (千円) － 669,400 848,800 499,800 669,400

発行済株式総数 (株) － 1,218,000 1,518,000 1,006,000 1,218,000

純資産額 (千円) － 1,151,180 1,492,921 923,368 1,286,084

総資産額 (千円) － 9,251,722 10,805,410 7,681,446 8,257,434

１株当たり純資産額 (円) － 945.14 983.52 917.86 1,055.90

１株当たり中間（当期）純

利益金額
(円) － 83.40 61.37 131.85 201.35

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益金額
(円) － － 60.69 － －

１株当たり配当額 (円) － － 30 30 57

自己資本比率 (％) － 12.5 13.8 12.0 15.6

営業活動によるキャッシュ

・フロー
(千円) － △1,701,853 △368,623 △4,565,017 △839,056

投資活動によるキャッシュ

・フロー
(千円) － △89,166 △103,009 △3,762 △91,106

財務活動によるキャッシュ

・フロー
(千円) － 1,287,975 911,492 5,009,524 183,649

現金及び現金同等物の

中間期末（期末）残高
(千円) － 591,665 788,056 1,094,711 348,197

従業員数

(外、平均臨時雇用者数)
(人)

－

(－)

7

　(－）

12

　（－）

6

(－)

7

(－)

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、当社には関連会社がないため記載しておりません。

４．第35期、第36期及び第36期中の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、新株予約権の残高は

ありますが、当該期間において当社株式は非上場でり、期中平均株価が把握できませんので記載しておりま

せん。

５．第35期中間会計期間は、中間財務諸表を作成していないため記載しておりません。

　      ６．第37期中の１株当たり配当額30円には、上場記念配当５円を含んでおります。
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２【事業の内容】

　当社は、不動産のコーディネート＆マネジメントに特化した企画開発・販売事業を行っております。

　具体的には、提携先や取引先等より入手する不動産情報を精査し、不動産価値の最大化を図るための企画立案、事業

収支計画およびリスク分析を行ったうえで事業収益の見込める開発用地や物件を購入し、事業を進めております。ま

た、事業の遂行に必要な設計、施工、販売などの業務を外部の信頼ある企業へ委託する方法をとっており、当社は事業

遂行に適したパートナーの選定をはじめとする事業スキームのコーディネート、ならびに円滑な事業遂行を図るため

のマネジメント業務が主体となります。このように事業のコーディネート＆マネジメント業務に特化することによ

り、経営の効率化を図るとともに市場のニーズに合致した商品提供を可能にしております。

　当社は「デベロップメント事業」、「リセール事業」、「インベストメント事業」を主たる業務としており、その内

容は以下のとおりであります。 

(1) デベロップメント事業

　デベロップメント事業は、当社において潜在価値を引き出すことが可能な開発用地を取得し、物件毎に地域特性や

立地環境に最適な企画を付加し、分譲マンションや商業施設の開発または宅地開発を行うものであります。なお、当

該事業は、パートナー企業との共同事業方式を取る場合もあります。

(2) リセール事業

　リセール事業のうち分譲マンションについては、他のデベロッパーが開発した物件を１棟または区分所有で購入

し、当社の主力とするコーディネートやマネジメントノウハウを活用して、効率的・効果的な販売手法を検討し、再

販するものであります。

　商業施設の場合は、リノベーション（改修）またはコンバージョン（用途変更）することによって建物の機能を

大幅に刷新し、魅力的な物件に仕上げた後に法人企業等に売却するものであります。

(3) インベストメント事業

　インベストメント事業は、他社が行う開発事業等へ出資し、利益配当を受けるものでありますが、これには資金提

供だけではなく各事業を通じて培ったノウハウをもとにアドバイザリー業務などを行う場合もあります。また、不

動産ビジネスのネットワークによって収集した情報と不動産事業者等からの依頼を選別・調整し、事業用不動産の

仲介や債権処理等のソリューション業務も当該事業に含んでおります。

　上記事業のうち、売上構成比の高い「デベロップメント事業」および「リセール事業」における基本の事業系統図

は以下のとおりです。

≪デベロップメント事業の系統図≫

　

　≪リセール事業の系統図≫
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３【関係会社の状況】

　当中間会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

　 平成20年８月31日現在

従業員数（人） 　　　　　　　　　　12

　（注）　従業員数は、就業人員であります。

　　　　　従業員数が前期末に比べ、５名増加したのは、業容拡大に伴う中途採用によるものであります。

　

(2）労働組合の状況

　　　　労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

　当中間会計期間におけるわが国経済は、原油価格の高騰による原材料価格の上昇、ならびに米国サブプライム住宅

ローン問題に端を発した世界的な金融市場の混乱により景気の減速懸念が出てまいりました。

　不動産業界におきましては、外資系ファンドの不動産投資抑制により買い手を失った不動産の増加、金融機関の融

資絞込みにより資金繰りに行き詰まった不動産業者や建設業者の倒産急増、不動産価格上昇や先行き不安に伴う消

費活動の低迷、ならびにキャッシュ・フローの改善を優先する業者の物件乱売など、当該業界の経営環境は極めて

厳しい状況となりました。

　このような状況の下、当社はデベロップメント事業として自社開発マンション３棟74戸および宅地開発21区画、リ

セール事業として再販マンション１棟２戸および戸建等10戸を販売・引渡し、インベストメント事業として１件の

プロジェクト投資を行いました。

　この結果、当中間会計期間における業績は、売上高3,277,734千円（前年同期比17.5％減）、営業利益255,128千円

（前年同期比20.0％増）、経常利益170,117千円（前年同期比11.8％増）、中間純利益90,654千円（前年同期比2.3％

増）となりました。

(2）キャッシュ・フロー

　当中間会計期間における現金及び現金同等物の（以下「資金」という）の残高は788,056千円となりました。前事

業年度末と比較した各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果減少した資金は368,623千円であります。これは主にたな卸資産の増加による2,106,306千円の支出、

ならびに支払手形970,480千円および工事未払金675,967千円の発生等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により減少した資金は103,009千円であります。これは主に敷金・保証金の増加106,139千円によるもので

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により増加した資金は911,492千円であります。これは主に借入金の増加2,940,000千円に対し返済

2,136,000千円を行ったことによる純増額804,000千円、株式発行による収入176,957千円、配当金69,426千円の支払に

よるものであります。
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２【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当社は、不動産のコーディネート＆マネジメントに特化した企画開発・販売事業を行っており、生産実績を定義す

ることが困難であるため、生産実績は記載しておりません。

(2）受注状況

　当社は、受注生産を行っていないため、受注実績は記載しておりません。

(3）販売実績

　当中間会計期間の販売実績を事業形態で区分しますと、次のとおりです。

区　　分
当中間会計期間

自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日

前年同期比（％）

デベロップメント事業（千円） 2,910,718 102.1

リ　セ　ー　ル　事業（千円） 361,768 32.3

インベストメント事業（千円） 2,080 －

そ　　　 の 　　　他（千円） 3,168 154.1

　　　 合　計 　　　（千円） 3,277,734 82.5

　（注）１．前中間会計期間及び当中間会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次のとおりであります。

　

前中間会計期間
自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日

当中間会計期間
自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日

金額
（千円）

割合
（％）

金額
（千円）

割合
（％）

佐々木食品工業株式会社 763,000 15.2 － －

株式会社ゆめはま住販 521,480 10.4 － －

２．上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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３【対処すべき課題】

　当中間会計期間において当社が対処すべき課題について重要な変更はありませんが、今後も世界的な金融不安を背

景に金融機関の融資絞込みは継続することが予想され、需要不振や資材高に苦しむ不動産業者・建設会社の経営環境

は、一段と厳しさを増すものと思われます。

　このような環境下において勝ち残る企業となるためには、経営課題の早期対処ならびに経営理念の徹底が必要不可

欠であります。当社は不動産のコーディネート＆マネジメントに特化したビジネスモデルを追求し、市場の変化に柔

軟に対応すべく事業の選択と集中、そしてリスクとリターンのバランスを勘案した経営資源の配分を的確に行い、さ

らに強固な経営基盤を確立するとともに、円滑な資金調達を行うための金融機関との関係強化、ならびに内部管理体

制の充実を図るための人材育成に努め、業績の向上に邁進してまいる所存です。

　

４【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

　

５【研究開発活動】

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

２【設備の新設、除却等の計画】

　当中間会計期間において、重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,800,000

計 4,800,000

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（平成20年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月17日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,518,000 1,518,000
名古屋証券取引所

（セントレックス）
－

計 1,518,000 1,518,000 － －
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（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成18年２月14日臨時株主総会決議

区分
中間会計期間末現在
（平成20年８月31日）

提出日の前月末現在
（平成20年10月31日）

新株予約権の数（個） 　　　70,000（注1） 同左　

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） － －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 同左

新株予約権の目的となる株式の数（株） 70,000 同左　

新株予約権の行使時の払込金額（円） 500（注2） 同左

新株予約権の行使期間
自　平成20年２月15日

至　平成28年２月14日
同左

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　500

資本組入額　500
同左

新株予約権の行使の条件 （注3） 同左

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要する 同左

代用払込みに関する事項 － －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 － －

　（注）１．新株予約権１個当たり株式の数（以下、「付与株式数」という。）は、１株とする。

ただし、当社普通株式の分割または併合を行う場合には、付与株式数を次の算式により調整し、調整の結果生

じる１株未満の端数は、これを切り捨てるものとする。

調整後付与株式数 ＝ 調整前付与株式数 × 分割・併合の比率

また、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行う場合は、必要と認める株式数の調整を行う。

２．新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により調整し、調整による１円未満

の端数は切り上げる。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分を行う場合（新株予約権の行使により新株を発

行する場合は除く）は、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整による１円未満の端数は切り

上げる。

　
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
新規発行前の株価

既発行株式数＋新規発行による増加株式数

３．新株予約権の行使の条件

(1) 本新株予約権者は、本新株予約権の権利行使時において、当社および当社グループ会社の役員または従業員

の地位にあることを要す。本新株予約権者が次の何れかに該当する場合は、引き続き本新株予約権を退任

・退職後２年間を期限として行使することができる。

・任期満了を理由に当社及び当社グループ会社の役員を退任した場合

・当社グループ会社への転籍により当社を退任・退職した場合

・本新株予約権者が定年を理由に当社または当社グループ会社を退職した場合

(2) その他、権利行使の条件は、当社取締役会で承認された「新株予約権割当契約書」に定めるところによる。
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　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成18年５月25日定時株主総会決議

区分
中間会計期間末現在
（平成20年８月31日）

提出日の前月末現在
（平成20年10月31日）

新株予約権の数（個） 　　 1,060（注1） 同左　

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） － －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 同左

新株予約権の目的となる株式の数（株） 　106,000 同左　

新株予約権の行使時の払込金額（円） 600（注2） 同左

新株予約権の行使期間
自　平成20年５月26日

至　平成28年５月25日
同左

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　600

資本組入額　300
同左

新株予約権の行使の条件 （注3） 同左

新株予約権の譲渡に関する事項 取締役会の承認を要する 同左

代用払込みに関する事項 － －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 － －

　（注）１．新株予約権１個当たりの株式の数（以下、「付与株式数」という。）は、100株とする。

ただし、当社普通株式の分割または併合を行う場合には、付与株式数を次の算式により調整し、調整の結果生

じる１株未満の端数は、これを切り捨てるものとする。

調整後付与株式数 ＝ 調整前付与株式数 × 分割・併合の比率

また、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行う場合は、必要と認める株式数の調整を行う。

２．新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により調整し、調整による１円未満

の端数は切り上げる。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割・併合の比率

また、時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分を行う場合（新株予約権の行使により新株を発

行する場合は除く）は、次の算式により１株当たりの払込金額を調整し、調整による１円未満の端数は切り

上げる。

　
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
新規発行前の株価

既発行株式数＋新規発行による増加株式数

３．新株予約権の行使の条件

(1) 本新株予約権者は、本新株予約権の権利行使時において、当社および当社グループ会社の役員または従業員

の地位にあることを要す。本新株予約権者が次の何れかに該当する場合は、引き続き本新株予約権を退任

・退職後２年間を期限として行使することができる。

・任期満了を理由に当社及び当社グループ会社の役員を退任した場合

・当社グループ会社への転籍により当社を退任・退職した場合

・本新株予約権者が定年を理由に当社または当社グループ会社を退職した場合

(2) その他、権利行使の条件は、当社取締役会で承認された「第２回新株予約権割当契約書」に定めるところに

よる。
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（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成20年３月26日 300,000 1,518,000 179,400 848,800　 － 4,800　

　（注）　有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

発行価格　　　　　　　　　　 650円

引受価額　　　　　　　　　　 598円

資本組入額　　　　　　　　　 598円

払込金総額　　　　　　　 179,400千円

（５）【大株主の状況】

　 平成20年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ゲオ 愛知県春日井市如意申町５丁目11-３ 1,020,000 67.19

沢田　喜代則 名古屋市千種区 34,000 2.23

石川　英樹 三重県桑名市 21,000 1.38

清水　松生 愛知県小牧市 21,000 1.38

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１-５ 20,000 1.31

株式会社三重平安閣　 三重県四日市市元町８－５ 20,000 1.31

株式会社百五銀行 三重県津市岩田21-27 15,000 0.98

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７-１ 15,000 0.98

株式会社アイディーユー 大阪市北区梅田２丁目２-２ 15,000 0.98

株式会社ユニディオコーポレーション 東京都千代田区内幸町２丁目２-２ 15,000 0.98

計 － 1,196,000 78.78

　

EDINET提出書類

株式会社ゲオエステート(E04086)

半期報告書

12/42



（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 　　－ － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　1,517,900 　15,179 －

単元未満株式 普通株式　　　  100 － －

発行済株式総数 1,518,000 － －

総株主の議決権 － 　15,179 －

②【自己株式等】

　 平成20年８月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高（円） 640 620 657 678 675 665

最低（円） 510 520 580 635 650 570

　（注）　最高・最低株価は、名古屋証券取引所セントレックスにおけるものであります。

なお、当社は平成20年３月27日付をもって同取引所に株式を上場いたしましたので、それ以前の株価について

は該当事項はありません。

３【役員の状況】

　

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

(1）新任役員

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（株）

就任年月日

取締役 － 森田　良一　 平成24年８月21日

平成２年８月　株式会社ゲオミルダ

　　　　　　　（現株式会社ゲオ）入社

平成３年４月　同社取締役

平成17年４月　当社監査役

平成20年４月　株式会社ゲオ取締役 監査部・

　　　　　　　コンプライアンス部担当（現任）

平成20年５月　当社取締役（現任） 

（注）1

　
－

平成20年

５月26日

監査役 － 笹野　和雄　 平成23年３月21日　

昭和46年４月　株式会社日本長期信用銀行

　　　　　　　（現株式会社新生銀行）入行

平成９年６月　株式会社ゲオ常務取締役

平成10年９月　当社取締役

平成20年５月　当社監査役（現任）

平成20年６月　株式会社ゲオ常勤監査役（現任）

（注）2

　
1,000

平成20年

５月26日

（注）１．平成20年５月26日開催の第36回定時株主総会終結の時から、平成21年２月期に係る定時株主総会終結の時まで

であります。

　　　２．平成20年５月26日開催の第36回定時株主総会終結の時から、平成23年２月期に係る定時株主総会終結の時までで

あります。

　

(2）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

　取締役 　－ 　笹野　和雄 平成20年５月26日

　監査役 　－ 　森田　良一 平成20年５月26日

(3）役職の異動

　　　　該当事項はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38号。

以下「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前中間会計期間（平成19年３月１日から平成19年８月31日まで）は、改正前の中間財務諸表等規則に基づ

き、当中間会計期間（平成20年３月１日から平成20年８月31日まで）は、改正後の中間財務諸表等規則に基づいて

作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前中間会計期間（平成19年３月１日から平成19年８

月31日まで）及び当中間会計期間（平成20年３月１日から平成20年８月31日まで）の中間財務諸表について、三優

監査法人により中間監査を受けております。

　なお、前中間会計期間に係る中間監査報告書は、平成20年２月21日提出の有価証券届出書に添付されたものによっ

ております。

３．中間連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

　 　
前中間会計期間末
（平成19年８月31日）

当中間会計期間末
（平成20年８月31日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成20年２月29日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（資産の部） 　          

Ⅰ　流動資産 　          

１．現金及び預金 　 591,665   788,056   348,197   

２．たな卸資産
※３
　

6,079,747   8,802,752   6,739,537   

３．その他
※５
　

312,779   376,727   666,957   

流動資産合計 　  6,984,192 75.5  9,967,536 92.2  7,754,692 93.9

Ⅱ　固定資産 　          

１．有形固定資産 ※１ 7,924   49,749   7,853   

２．無形固定資産 　 2,878   2,720   2,741   

３．投資その他の資産 　          

(1）投資有価証券 　 2,031,300   －   423,581   

(2) 出資金　 　 －   623,343   17,500   

(3）その他 　 225,427   162,060   51,065   

投資その他の資産
合計

　 2,256,727   785,403   492,147   

固定資産合計 　  2,267,530 24.5  837,873 7.8  502,741 6.1

資産合計 　  9,251,722 100.0  10,805,410 100.0  8,257,434 100.0

　 　          

（負債の部） 　          

Ⅰ　流動負債 　          

１．支払手形 　 －   970,480   －   

２．工事未払金 　 195,524   717,730   41,763   

３．短期借入金 　 6,600,000   3,500,000   2,696,000   

４．１年内返済予定長
期借入金

　 －   1,000,000   －   

５．その他 　 293,322   314,057   421,982   

流動負債合計 　  7,088,847 76.6  6,502,268 60.2  3,159,745 38.3

Ⅱ　固定負債 　          

１．長期借入金
※３
　

1,000,000   2,800,000   3,800,000   

２．その他 　 11,694   10,220   11,604   

固定負債合計 　  1,011,694 10.9  2,810,220 26.0  3,811,604 46.1

負債合計 　  8,100,541 87.5  9,312,488 86.2  6,971,350 84.4
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前中間会計期間末
（平成19年８月31日）

当中間会計期間末
（平成20年８月31日）

前事業年度の要約貸借対照表
（平成20年２月29日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

（純資産の部） 　          

Ⅰ　株主資本 　          

１．資本金 　  669,400 7.2  848,800 7.9  669,400 8.1

２．資本剰余金 　          

(1）資本準備金 　 4,800   4,800   4,800   

資本剰余金合計 　  4,800 0.1  4,800 0.0  4,800 0.1

３．利益剰余金 　          

(1）利益準備金 　 6,318   13,260   6,318   

(2）その他利益剰余金 　          

別途積立金 　 300,000   300,000   300,000   

繰越利益剰余金 　 170,919   326,099   311,813   

利益剰余金合計 　  477,237 5.2  639,359 5.9  618,131 7.5

 ４.自己株式 　  － －  △38 △0.0  － －

株主資本合計 　  1,151,437 12.5  1,492,921 13.8  1,292,331 15.7

Ⅱ　評価・換算差額等 　          

１．その他有価証券評
価差額金

　  △256 0.0  － －  △6,247 △0.1

評価・換算差額等合
計

　  △256 0.0  － －  △6,247 △0.1

純資産合計 　  1,151,180 12.5  1,492,921 13.8  1,286,084 15.6

負債純資産合計 　  9,251,722 100.0  10,805,410 100.0  8,257,434 100.0
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②【中間損益計算書】

　 　
前中間会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度の要約損益計算書
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

区分
注記
番号

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高 　  3,974,740 100.0  3,277,734 100.0  5,020,820 100.0

Ⅱ　売上原価 　  3,469,203 87.3  2,549,118 77.8  4,009,872 79.9

売上総利益 　  505,536 12.7  728,616 22.2  1,010,947 20.1

Ⅲ　販売費及び一般
　　管理費

　  293,009 7.4  473,487 14.4  398,635 7.9

営業利益 　  212,527 5.3  255,128 7.8  612,312 12.2

Ⅳ　営業外収益 ※１  1,451 0.0  4,010 0.1  34,842 0.7

Ⅴ　営業外費用 ※２  61,847 1.6  89,021 2.7  207,581 4.1

経常利益 　  152,131 3.7  170,117 5.2  439,573 8.8

Ⅵ　特別損失
※３
　

 －   16,765 0.5  50,000 1.0

税引前中間（当期）純
利益

　  152,131 3.7  153,352 4.7  389,573 7.8

法人税、住民税及び事
業税

　 64,934   63,718   187,863   

法人税等調整額 　 △1,451 63,483 1.5 △1,020 62,698 1.9 △27,833 160,030 3.2

中間（当期）純利益 　  88,648 2.2  90,654 2.8  229,543 4.6
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自　平成19年３月１日　至　平成19年８月31日）

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

資本準備金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成19年２月28日残高（千円） 499,800 4,800 4,800 3,300 － 415,468 418,768 923,368

中間会計期間中の変動額         

新株の発行 169,600      － 169,600

利益準備金の積立    3,018  △3,018 － －

別途積立金の積立     300,000 △300,000 － －

剰余金の配当      △30,180 △30,180 △30,180

中間純利益      88,648 88,648 88,648

株主資本以外の項目の中間
会計期間中の変動額（純額）

      － －

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

169,600 － － 3,018 300,000 △244,549 58,468 228,068

平成19年８月31日残高
（千円）

669,400 4,800 4,800 6,318 300,000 170,919 477,237 1,151,437

　

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証
券評価差額金

評価・換算差額
等合計

平成19年２月28日残高（千円） － － 923,368

中間会計期間中の変動額    

新株の発行   169,600

利益準備金の積立   －

別途積立金の積立   －

剰余金の配当   △30,180

中間純利益   88,648

株主資本以外の項目の中間
会計期間中の変動額（純額）

△256 △256 △256

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

△256 △256 227,812

平成19年８月31日残高
（千円）

△256 △256 1,151,180

当中間会計期間（自　平成20年３月１日　至　平成20年８月31日）

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
　

株主資本
合計資本準備

金

資本剰余
金
合計

利益準備
金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計別途積立

金
繰越利益
剰余金

平成20年２月29日残高（千円） 669,400 4,800 4,800 6,318 300,000 311,813 618,131 － 1,292,331

中間会計期間中の変動額          

新株の発行 179,400      －  179,400

利益準備金の積立    6,942  △6,942 －  －

剰余金の配当      △69,426 △69,426  △69,426

中間純利益      90,654 90,654  90,654

自己株式の取得       － △38 △38

株主資本以外の項目の中間
会計期間中の変動額（純額）

      －  －
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株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
　

株主資本
合計資本準備

金

資本剰余
金
合計

利益準備
金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計別途積立

金
繰越利益
剰余金

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

179,400 － － 6,942 － 14,285 21,228 △38 200,589

平成20年８月31日残高
（千円）

848,800 4,800 4,800 13,260 300,000 326,099 639,359 △38 1,492,921

　

評価・換算差額等

純資産合計その他有価
証券評価差
額金

評価・換算差額
等合計

平成20年２月29日残高（千円） △6,247 △6,247 1,286,084

中間会計期間中の変動額    

新株の発行   179,400

利益準備金の積立   －

剰余金の配当   △69,426

中間純利益   90,654

自己株式の取得   △38

株主資本以外の項目の中間
会計期間中の変動額（純額）

6,247 6,247 6,247

中間会計期間中の変動額合計
（千円）

6,247 6,247 206,837

平成20年８月31日残高
（千円）

－ － 1,492,921

前事業年度の株主資本等変動計算書（自　平成19年３月１日　至　平成20年２月29日）

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

資本準備金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成19年２月28日残高（千円） 499,800 4,800 4,800 3,300 － 415,468 418,768 923,368

事業年度中の変動額         

新株の発行 169,600      － 169,600

利益準備金の積立    3,018  △3,018 － －

別途積立金の積立     300,000 △300,000 － －

剰余金の配当      △30,180 △30,180 △30,180

当期純利益      229,543 229,543 229,543

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額）

      － －

事業年度中の変動額合計
（千円）

169,600 － － 3,018 300,000 △103,654 199,363 368,963

平成20年２月29日残高
（千円）

669,400 4,800 4,800 6,318 300,000 311,813 618,131 1,292,331

　

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証
券評価差額金

評価・換算差額
等合計

平成19年２月28日残高（千円） － － 923,368

事業年度中の変動額    

新株の発行   169,600
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評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証
券評価差額金

評価・換算差額
等合計

利益準備金の積立   －

別途積立金の積立   －

剰余金の配当   △30,180

当期純利益   229,543

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額（純額）

△6,247 △6,247 △6,247

事業年度中の変動額合計
（千円）

△6,247 △6,247 362,715

平成20年２月29日残高
（千円）

△6,247 △6,247 1,286,084
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④【中間キャッシュ・フロー計算書】

　 　
前中間会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度の要約キャッシュ
・フロー計算書
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・
　　フロー

　    

税引前中間（当期）純利益 　 152,131 153,352 389,573

減価償却費 　 544 1,439 1,930

受取利息及び受取配当金 　 △1,351 △1,290 △2,672

支払利息 　 53,241 65,882 116,869

株式交付費 　 1,444 2,442 1,770

投資有価証券評価損 　 － 16,765 50,000

売上債権の増減額（△増加額） 　 38,700 230,000 △191,300

たな卸資産の増減額
（△増加額）

　 △2,189,561 △2,106,306 △2,849,351

匿名組合出資金の増減額
（△増加額）

　 440,000 412,361 1,987,638

出資金の増減額（△増加額） 　 △200,000 △605,843 △17,500

前払費用の増減額（△増加額） 　 △104,444 153,457 △214,889

支払手形の増減額（△減少額） 　 － 970,480 －

工事未払金の増減額
（△減少額）

　 92,500 675,967 △61,261

未払金の増減額（△減少額） 　 9,139 7,962 5,814

未払費用の増減額（△減少額） 　 △216 1,517 712

前受金の増減額（△減少額） 　 22,620 △34,795 85,500

役員賞与の支払額 　 △4,000 － △4,000

その他 　 61,535 △101,564 31,978

小計 　 △1,627,716 △158,172 △669,187

利息及び配当金の受取額 　 1,351 1,290 2,672

利息の支払額 　 △50,590 △66,820 △104,713

法人税等の支払額 　 △24,897 △144,921 △67,828

営業活動によるキャッシュ・
フロー

　 △1,701,853 △368,623 △839,056
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前中間会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度の要約キャッシュ
・フロー計算書
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

区分
注記
番号

金額（千円） 金額（千円） 金額（千円）

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー 　    

有形固定資産の取得による支出 　 △7,109 － △8,185

無形固定資産の取得による支出 　 － △120 －

敷金・保証金の増加による支出 　 △10,327 △106,139 △11,191

敷金・保証金の返還による収入 　 － 3,250 －

投資有価証券の取得による支出 　 △71,730 － △71,730

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 △89,166 △103,009 △91,106

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 　    

短期借入れによる収入 　 2,300,000 2,940,000 3,894,000

短期借入金の返済による支出 　 △1,500,000 △2,136,000 △6,998,000

長期借入れによる収入 　 350,000 － 3,150,000

株式の発行による収入 　 168,155 176,957 167,829

自己株式の取得による支出 　 － △38 －

配当金の支払 　 △30,180 △69,426 △30,180

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 1,287,975 911,492 183,649

Ⅳ　現金及び現金同等物の増減額
（△減少額）

　 △503,045 439,859 △746,513

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残高 　 1,094,711 348,197 1,094,711

Ⅵ　現金及び現金同等物の中間期末
（期末）残高

※ 591,665 788,056 348,197
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項

項目
前中間会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

１．資産の評価基準及び評価

方法

　

　

(1）有価証券

その他有価証券

　時価のあるもの

　中間会計期間末日の市場価格

等に基づく時価法（評価差額

は全部純資産直入法により処

理）によっております。

(1）有価証券

その他有価証券

　時価のあるもの

　中間会計期間末日の市場価格

等に基づく時価法（評価差額

は全部純資産直入法により処

理し、売却原価は移動平均法に

より算定）によっております。

(1)有価証券

　その他有価証券

　　時価のあるもの

　　　 決算日の市場価格等に基づく

時価法（評価差額は全部純資

産直入法により処理し、売却原

価は移動平均法により算定）

によっております。

　

　

　時価のないもの

　移動平均法による原価法に

よっております。

　時価のないもの

　　　　同左

　　時価のないもの

　　　　　 　同左

　

　

(2）たな卸資産

販売用不動産

　個別法による原価法によって

おります。

　なお、賃貸中のものについて

は有形固定資産に準じて償却

を行っております。

(2）たな卸資産

販売用不動産

　個別法による原価法によって

おります。

　

(2)たな卸資産

　　販売用不動産

　　　 個別法による原価法によって

おります。

　     なお、賃貸中のものについて

は有形固定資産に準じて償却

を行っております。

　 仕掛販売用不動産

　個別法による原価法によって

おります。

仕掛販売用不動産

同左

　仕掛販売用不動産

 　同左

２．固定資産の減価償却の方

法

　

(1）有形固定資産

定率法によっております。

　なお、主な耐用年数は次の通

りであります。

　建物附属設備　　10～15年

　工具・器具及び備品

６～８年

(1）有形固定資産

定率法によっております。

　なお、主な耐用年数は次の通

りであります。

　建物       　　10～39年

　工具・器具及び備品

４～８年

(1）有形固定資産

　　定率法によっております。

　　 　なお、主な耐用年数は次の通り

であります。

　   　建物     　　 　10～15年

　   　工具・器具及び備品

　　　　　　　　 　　　６～８年

　

　

(2）無形固定資産

　定額法によっております。

(2）無形固定資産

　自社利用のソフトウェア　　　　　

　　　 自社における見込利用可能期間

（５年）に基づく定額法によっ

ております。

　   上記以外の無形固定資産

　　　 定額法によっております。

(2）無形固定資産

    定額法によっております。

　

　

(3）長期前払費用

　均等償却によっております。

(3）長期前払費用

　　　　　　同左

(3）長期前払費用　

同左

３．繰延資産の処理方法

　

　株式交付費

　支払時に全額費用として処理し

ております。

　株式交付費

            同左

　株式交付費

同左
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項目
前中間会計期間

（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

４．収益及び費用の計上基準 　販売費のうち下記のものについて

は費用収益を適正に対応させるた

め次のとおり処理しております。

  同左 　同左

　

　

(1）販売手数料

　販売委託契約等に基づく販売手

数料は売上計上に応じて費用処

理することとし、売上未計上の物

件に係る販売手数料は前払費用

に計上しております。

(1）販売手数料

同左

(1）販売手数料

　同左

　

　

(2）広告宣伝費

　未完成の自社計画販売物件に係

る広告宣伝費は、引渡までに発生

した費用を前払費用に計上し、引

渡時に一括して費用処理してお

ります。

(2）広告宣伝費

同左

(2）広告宣伝費

　同左

５．リース取引の処理方法 　リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。

  同左 　同左

６．中間キャッシュ・フロー

計算書（キャッシュ・フ

ロー計算書）における資

金の範囲

　手許現金、要求払預金及び取得日

から３ヶ月以内に満期日の到来す

る流動性の高い、容易に換金可能で

あり、かつ価値の変動について僅少

なリスクしか負わない短期的な投

資であります。

　同左 　同左

７．その他中間財務諸表（財

務諸表）作成のための基

本となる重要な事項

(1）消費税等の会計処理

　税抜方式を採用しております。

　なお、控除対象外消費税等は、当

中間会計期間の費用として処理

しております。

(1）消費税等の会計処理

同左

　

(1）消費税等の会計処理

　 　税抜方式を採用しております。

　　 なお、控除対象外消費税等は、当事

業年度の費用として処理してお

ります。

　

　

(2）匿名組合出資金の会計処理

　匿名組合出資金については、匿

名組合の財産の持分相当額を

「投資有価証券」に計上してお

ります。

　なお、営業者からの出資金の払

い戻しについては、「投資有価証

券」を減額させております。

(2）匿名組合出資金の会計処理

同左

(2）匿名組合出資金の会計処理

　　匿名組合出資金については、匿名

組合の財産の持分相当額を「投

資有価証券」に計上しておりま

す。

　匿名組合への出資時に「投資有

価証券」を計上し、匿名組合が獲

得した純損益の持分相当額につ

いては「営業損益」に計上して

おり、営業者からの出資金の払い

戻しについては、「投資有価証

券」を減額させております。
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項の変更

前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

（減価償却方法の変更）
　  当中間会計期間より、平成19年度の
法人税法の改正に伴い、平成19年４
月１日以降取得の有形固定資産につ
いては、改正後の法人税法に規定す
る償却方法により、減価償却費を計
上しております。
　  なお、この変更に伴う営業利益、経
常利益、税引前中間純利益に与える
影響は軽微であります。

　－ （減価償却方法の変更）
　  当事業年度より、平成19年度の法人
税法の改正に伴い、平成19年４月１
日以降取得の有形固定資産について
は、改正後の法人税法に規定する償
却方法により、減価償却費を計上し
ております。

　　 なお、この変更に伴う営業利益、経常

利益、税引前当期純利益に与える影

響は軽微であります。
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表示方法の変更

前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

　－ （中間貸借対照表）

１．前中間期まで区分掲記していた「投資有価証券」

（当中間期末の残高は4,965千円）は、当中間期末におい

て資産の総額の100分の５以下となったので、投資その他

の資産の「その他」に含めて表示しております。

 

２．「出資金」は、前中間期まで、投資その他の資産の

「その他」に含めて表示しておりましたが、当中間期末

において資産の総額の100分の５を超えたため区分掲記

しております。

　なお、前中間期末の「出資金」の金額は200,000千円であ

ります。 
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（中間貸借対照表関係）

前中間会計期間末
（平成19年８月31日）

当中間会計期間末
（平成20年８月31日）

前事業年度末
（平成20年２月29日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額

1,008千円

※１．有形固定資産の減価償却累計額

3,351千円

※１．有形固定資産の減価償却累計額

2,155千円

　２．当社は、運転資金の効率的な調達を行う

ため取引銀行４行と当座貸越契約及びコ

ミットメントライン契約を締結しており

ます。

　当中間会計期間末における当座貸越契

約及びコミットメントライン契約に係る

借入金未実行残高は次のとおりでありま

す。

　２．当社は、運転資金の効率的な調達を行う

ため取引銀行３行と当座貸越契約及びコ

ミットメントライン契約を締結しており

ます。

　当中間会計期間末における当座貸越契

約及びコミットメントライン契約に係る

借入金未実行残高は次のとおりでありま

す。

　２．当社は、運転資金の効率的な調達を行う

ため取引銀行４行と当座貸越契約及びコ

ミットメントライン契約を締結しており

ます。

　当事業年度末における当座貸越契約及

びコミットメントライン契約に係る借入

金未実行残高は次のとおりであります。

当座貸越極度額及び貸出

コミットメントラインの

総額

7,600,000千円

借入実行残高 6,400,000千円

差引額 1,200,000千円

当座貸越極度額及び貸

出コミットメントライ

ンの総額

5,200,000千円

借入実行残高 3,500,000千円

差引額 1,700,000千円

当座貸越極度額及び貸

出コミットメントライ

ンの総額

6,394,000千円

借入実行残高 2,696,000千円

差引額 3,698,000千円

※３．　　　　　　　　－

　

　

　

※３．担保資産及び担保付債務

(1)担保に供している資産は次のとおりであ

ります。

　仕掛販売用不動産 2,872,953千円　

(2)担保付債務は次のとおりであります。

※３．担保資産及び担保付債務

(1)担保に供している資産は次のとおりで

あります。　

　仕掛販売用不動産 2,872,953千円　

　　(2)担保付債務は次のとおりであります。

 　長期借入金 2,800,000千円　 　長期借入金 2,800,000千円　

　４．　　　　　　　　－

　

　４．財務上の特約

 　　 借入金のうちシンジケートローン契約及

びコミットメントライン契約（当中間会

計期間末残高3,600,000千円）には、契約期

間中において貸借対照表の純資産の部を

一定の水準に維持する等の財務上の特約

が定められております。

 

　４．財務上の特約

　　  借入金のうちシンジケートローン契約及

びコミットメントライン契約（当事業年

度末残高2,800,000千円）には、契約期間中

において貸借対照表の純資産の部を一定

の水準に維持する等の財務上の特約が定

められております。

※５．　　　　　　　　－

　

※５．消費税等の取り扱い

 　　 仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺

のうえ、金額的重要性が乏しいため流動資

産「その他」に含めて表示しております。

※５．　　　　　　　－
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（中間損益計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

※１．営業外収益の主要項目 ※１．営業外収益の主要項目 ※１．営業外収益の主要項目

受取利息 1,351千円

解約違約金収入 100千円

受取利息 1,290千円

解約違約金収入 2,720千円

受取利息 2,522千円

解約違約金収入 2,170千円

コンサルティング収入 30,000千円　

※２．営業外費用の主要項目 ※２．営業外費用の主要項目 ※２．営業外費用の主要項目

支払利息 53,241千円

株式交付費 1,444千円

シンジケートローン手数

料
7,161千円

支払利息 65,882千円

株式交付費 2,442千円

株式上場関連費用 8,436千円

シンジケートローン手数

料
12,260千円

支払利息 116,869千円

株式交付費 1,770千円

株式上場関連費用 9,777千円

シンジケートローン手数

料
79,164千円

※３．　　　　　　　－ ※３．特別損失の主要項目 ※３．特別損失の主要項目

 投資有価証券評価損 16,765千円 投資有価証券評価損 50,000千円

　４．減価償却実施額 　４．減価償却実施額 　４．減価償却実施額

有形固定資産 304千円

無形固定資産 136千円

長期前払費用 103千円

有形固定資産 1,196千円

無形固定資産 140千円

長期前払費用 103千円

有形固定資産 1,451千円

無形固定資産 273千円

長期前払費用 206千円
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（中間株主資本等変動計算書関係）

前中間会計期間（自平成19年３月１日　至平成19年８月31日）

　　　　１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

　
前事業年度末
株式数
（株）

当中間会計期間
増加株式数
（株）

当中間会計期間
減少株式数
（株）

当中間会計期間末
株式数
（株）

発行済株式     

　普通株式 1,006,000 212,000 － 1,218,000

　　　合計 1,006,000 212,000 － 1,218,000

自己株式     

　普通株式 － － － －

　　　合計 － － － －

　（注）　普通株式の増加の内訳は、次のとおりであります。

　　　　　　　平成19年５月15日　第三者割当増資による新株発行　 95,000株

　　　　　　　平成19年８月31日　第三者割当増資による新株発行　117,000株

　　　　２．新株予約権に関する事項

新株予約権の
内訳

新株予約権の
目的となる
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株）
当中間会計
期間末残高
（千円）前事業年度末

当中間会計期間
増加

当中間会計期間
減少

当中間会計期間
末

平成19年２月期

ストック・オプ

ションとしての

新株予約権

－ － － － － －

　（注）　平成19年２月期ストック・オプションとしての新株予約権は、権利行使期間の初日が到来しておりません。

　　　　３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成19年５月25日

定時株主総会
普通株式 30,180 30 平成19年２月28日 平成19年５月28日

(2）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間会計期間末後となるもの

　該当事項はありません。
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当中間会計期間（自平成20年３月１日　至平成20年８月31日）

　　　　１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

　
前事業年度末
株式数
（株）

当中間会計期間
増加株式数
（株）

当中間会計期間
減少株式数
（株）

当中間会計期間末
株式数
（株）

発行済株式     

　普通株式 1,218,000 300,000 － 1,518,000

　　　合計 1,218,000 300,000 － 1,518,000

自己株式     

　普通株式 － 61 － 61

　　　合計 － 61 － 61

　（注）　発行済株式の増加の内訳は、次のとおりであります。

　　　　　　　平成20年３月26日　公募増資による新株発行　    　300,000株

　　　　　自己株式の増加の内訳は、次のとおりであります。

　　　　　　　平成20年５月30日　単元未満株式の買取による増加　 　　61株

　　　　２．新株予約権に関する事項

新株予約権の
内訳

新株予約権の
目的となる
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株）
当中間会計
期間末残高
（千円）前事業年度末

当中間会計期間
増加

当中間会計期間
減少

当中間会計期間
末

平成19年２月期

ストック・オプ

ションとしての

新株予約権

－ － － － － －

　

　　　　３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成20年５月26日

定時株主総会
普通株式 69,426 57 平成20年２月29日 平成20年５月27日

(2）基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が中間会計期間末後となるもの

決議
株式の種類

配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成20年10月14日

取締役会
普通株式 45,538 利益剰余金 30 平成20年８月31日 平成20年11月11日

前事業年度（自平成19年３月１日　至平成20年２月29日）

　　　　１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

　
前事業年度末
株式数
（株）

当事業年度
増加株式数
（株）

当事業年度
減少株式数
（株）

当事業年度末
株式数
（株）

発行済株式     

　普通株式 1,006,000 212,000 － 1,218,000

　　　合計 1,006,000 212,000 － 1,218,000

自己株式     

　普通株式 － － － －

　　　合計 － － － －

　（注）　普通株式の増加の内訳は、次のとおりであります。
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　　　　　　　平成19年５月15日　第三者割当増資による新株発行　 　　95,000株

　　　　　　　平成19年８月31日　第三者割当増資による新株発行　　　117,000株

　　　　２．新株予約権に関する事項

新株予約権の
内訳

新株予約権の
目的となる
株式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株）
当事業年度
末残高
（千円）前事業年度末

当事業年度
増加

当事業年度
減少

当事業年度
末

平成19年２月期

ストック・オプ

ションとしての

新株予約権

－ － － － － －

　

　　　　３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成19年５月25日

定時株主総会
普通株式 30,180 30 平成19年２月28日 平成19年５月28日

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

決議
株式の種類

配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成20年５月26日

定時株主総会
普通株式 69,426 利益剰余金 57 平成20年２月29日 平成20年５月27日
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（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

※現金及び現金同等物の中間期末残高と中間

貸借対照表に掲記されている科目の金額と

の関係

※現金及び現金同等物の中間期末残高と中間

貸借対照表に掲記されている科目の金額と

の関係

※現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成19年８月31日現在） （平成20年８月31日現在） （平成20年２月29日現在）

現金及び預金勘定 591,665千円

現金及び現金同等物 591,665千円

現金及び預金勘定 788,056千円

現金及び現金同等物 788,056千円

現金及び預金勘定 348,197千円

現金及び現金同等物 348,197千円

（リース取引関係）

前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引

　内容の重要性が乏しく、リース契約１件当

たりのリース料総額が少額なリース取引の

ため、財務諸表等規則第８条の６第６項の

規定により記載を省略しております。

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引

　内容の重要性が乏しく、リース契約１件当

たりのリース料総額が少額なリース取引の

ため、中間財務諸表等規則第５条の３にお

いて準用する財務諸表等規則第８条の６第

１項の規定により記載を省略しておりま

す。

１．リース物件の所有権が借主に移転すると

認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引

　内容の重要性が乏しく、リース契約１件当

たりのリース料総額が少額なリース取引の

ため、財務諸表等規則第８条の６第６項の

規定により記載を省略しております。
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（有価証券関係）

　        前中間会計期間末（平成19年８月31日現在）

１．その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（千円）
中間貸借対照表計上額

（千円）
差額（千円）

(1）株式 21,730 21,300 △430

合計 21,730 21,300 △430

２．時価評価されていない主な有価証券の内容

 中間貸借対照表計上額（千円）

(1）その他有価証券  

匿名組合出資金　 1,960,000

非上場株式　 50,000

　　　　　当中間会計期間末（平成20年８月31日現在）

　　　　　１．その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（千円）
中間貸借対照表計上額

（千円）
差額（千円）

(1）株式 4,965 4,965 －

合計 4,965 4,965 －

　　（注）１．その他有価証券のうち時価のある株式については、個別銘柄毎に中間会計期間末の市場価格と取得価額との

比較をし、下落率が50％以上の銘柄については全て減損処理を行い、２年連続して下落率が30％以上50％

未満の範囲で推移した銘柄については、時価下落の内的、外的要因を分析し、今後時価が回復すると認めら

れる場合を除いて、減損処理を行っております。

　　　　　２．当中間会計期間において、その他有価証券で時価のある株式について16,765千円減損処理を行っております。

　

　　　　　前事業年度（平成20年２月29日現在）

　　　　　１．その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（千円）
 　貸借対照表計上額

（千円）
差額（千円）

(1）株式 21,730 11,220 △10,510

合計 21,730 11,220 △10,510

　　　　　２．時価評価されていない主な有価証券の内容

 貸借対照表計上額（千円）

(1）その他有価証券  

匿名組合出資金　 412,361

　　（注）１．その他有価証券のうち時価のある株式については、個別銘柄毎に中間会計期間末の市場価格と取得価額との

比較をし、下落率が50％以上の銘柄については全て減損処理を行い、２年連続して下落率が30％以上50％

未満の範囲で推移した銘柄については、時価下落の内的、外的要因を分析し、今後時価が回復すると認めら

れる場合を除いて、減損処理を行っております。また、その他有価証券のうち時価評価のない株式について

は、原則として当該株式の発行会社の財政状態の悪化により実質価額が取得原価の50％以上下落したもの

について減損処理を行っております。

　　　　　２．当事業年度において、その他有価証券で時価のない株式について50,000千円減損処理を行っております。
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（デリバティブ取引関係）

前中間会計期間（自　平成19年３月１日　至　平成19年８月31日）

　当社はデリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成20年３月１日　至　平成20年８月31日）

　当社はデリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

前事業年度（自　平成19年３月１日　至　平成20年２月29日）

　当社はデリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

前中間会計期間（自　平成19年３月１日　至　平成19年８月31日）

　該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成20年３月１日　至　平成20年８月31日）

　該当事項はありません。

前事業年度（自　平成19年３月１日　至　平成20年２月29日）

１．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況

(1）ストック・オプションの内容

 
平成19年２月期

第１回ストック・オプション
平成19年２月期

第２回ストック・オプション

付与対象者の区分及び人数

取締役３名

監査役１名

従業員６名

取締役６名

従業員７名

株式の種類別のストック・オ

プション数（注）
普通株式　　70,000株 普通株式　　106,000株

付与日 平成18年３月31日 平成18年６月30日

権利確定条件

　 新株予約権の割当を受けた

者は、新株予約権行使時に、当

社及び当社グループ会社の取

締役、監査役または従業員た

る地位を要する。

 同左

対象勤務期間 定めておりません。  同左

権利行使期間
平成20年２月15日から

平成28年２月14日まで

平成20年５月26日から

平成28年５月25日まで

権利行使価格（円） 　　　　500 　　　600　

公正な評価単価（付与日）

（円）
　　　　－ 　　　 －

　     （注）株式数に換算して記載しております。

　

（持分法損益等）

前中間会計期間（自　平成19年３月１日　至　平成19年８月31日）

　当社には関連会社がないため、該当事項はありません。

当中間会計期間（自　平成20年３月１日　至　平成20年８月31日）

　該当事項はありません。

前事業年度（自　平成19年３月１日　至　平成20年２月29日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

１株当たり純資産額

945.14円

１株当たり純資産額

983.52円

１株当たり純資産額

1,055.90円

１株当たり中間純利益金額

83.40円

１株当たり中間純利益金額

61.37円

１株当たり当期純利益金額

201.35円

　なお、潜在株式調整後１株当たり中

間純利益金額については、新株予約権

の残高はありますが、当社株式は非上

場であるため、期中平均株価が把握で

きませんので記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり

中間純利益金額

　　　　　　　　　　　  　 60.69円

　なお、潜在株式調整後１株当たり当

期純利益金額については、新株予約権

の残高はありますが、当社株式は非上

場であるため、期中平均株価が把握で

きませんので記載しておりません。

　（注）　１株当たり中間（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額の算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

　
前中間会計期間

(自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日)

前事業年度
(自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日)

中間（当期）純利益（千円） 88,648 90,654 229,543

普通株主に帰属しない金額（千円） － － －

普通株式に係る中間（当期）純利益

（千円）
88,648 90,654 229,543

期中平均株式数（株） 1,062,913 1,477,208 1,140,032

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）

純利益金額
   

中間（当期）純利益調整額（千円） － － －

普通株式増加数（株） － 16,610 －

（うち新株予約権） － 　（16,610） －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調

整後１株当たり中間（当期）純利益の算

定に含めなかった潜在株式の概要

新株予約権（新株予約

権の数71,060個）。詳細

は「第４提出会社の状

況、１株式等の状況、（

2）新株予約権等の状

況」に記載のとおりで

あります。

－ 新株予約権（新株予約

権の数71,060個）。詳細

は「第４提出会社の状

況、１株式等の状況、（

2）新株予約権等の状

況」に記載のとおりで

あります。
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（重要な後発事象）

前中間会計期間
（自　平成19年３月１日
至　平成19年８月31日）

当中間会計期間
（自　平成20年３月１日
至　平成20年８月31日）

前事業年度
（自　平成19年３月１日
至　平成20年２月29日）

　当社は、運転資金の効率的な調達を行うた

め、平成19年９月28日に株式会社みずほ銀行

をエージェントとするシンジケートローン契

約を締結いたしました。

（多額な資金の借入）

　当社は、中間会計期間末日後に以下の資金の

借入を実行しております。

１　当社は、運転資金の効率的な調達を行うた

め、平成20年３月26日に株式会社十六銀行

をエージェントとするコミットメントラ

イン契約（シンジケート方式）を締結い

たしました。

(1）調達金額 32億円

(2）契約期間
平成19年９月28日～

平成21年９月27日

(3）エージェント 株式会社みずほ銀行

(4）参加金融機関 株式会社みずほ銀行

　 株式会社百十四銀行

　 株式会社静岡銀行

　 株式会社中京銀行

　 株式会社百五銀行

　 株式会社横浜銀行

　 株式会社大垣共立銀行

　 株式会社広島銀行

　 株式会社山口銀行

　 株式会社東京都民銀行

　
愛知県信用農業協同組合

連合会

　なお、同契約には、下記の財務制限条項が付さ

れております。

　①各決算期末日および中間決算期末日におけ

る単体ベースでの貸借対照表の純資産の部

の金額を、平成19年２月決算期末日における

単体ベースでの貸借対照表上の純資産の部

の金額の80％以上に維持すること。

　②各決算期末日における単体ベースの税引後

当期損益で損失を計上しないこと。

　１　平成20年９月25日付借入

(1）使途
分譲マンションの建築用

資金

(2）借入先 コミットメントライン

(3）借入金額 ４億円

(4）借入条件 金利1.875％

(5）返済方法 期限一括

(6）返済期限 平成21年３月25日

(7）担保 無担保

　

　２　平成20年９月30日付借入

(1）使途 開発事業用地の取得

(2）借入先 株式会社りそな銀行

(3）借入金額 10億円

(4）借入条件 金利1.60917％

(5）返済方法 期限一括

(6）返済期限 平成21年３月31日

(7）担保
仕掛販売用不動産（神奈

川県横須賀市）

　

　３　平成20年９月30日付借入

(1）使途
分譲マンションの建築用

資金

(2）借入先 株式会社みずほ銀行

(3）借入金額 ７億円

(4）借入条件 金利1.5％

(5）返済方法 期限一括

(6）返済期限 平成21年４月30日

(7）担保 無担保

　

　４　平成20年10月29日付借入

(1）使途 販売用不動産の購入

(2）借入先 株式会社みずほ銀行

(3）借入金額 12億円

(4）借入条件 金利2.375％

(5）返済方法 分割返済

(6）返済期限 平成21年10月27日

(7）担保
販売用不動産（宮城県仙

台市）

(1）調達金額 　15億円

(2）契約期間
　平成20年３月28日～

　平成22年３月25日

(3）エージェント 　株式会社十六銀行

(4）参加金融機関 　株式会社十六銀行

　 　株式会社百五銀行

　 　株式会社百十四銀行

　 　株式会社岐阜銀行

　
　愛知県信用農業協同組　

合連合会

　なお、同契約には、下記の財務制限条項が付さ

れております。

　①各事業年度末の末日において単体の貸借対

照表における純資産の部の合計金額を、前事

業年度又は平成19年２月期の末日における

単体の貸借対照表における純資産の部の合

計金額から75％以上を維持すること。

　②各事業年度に係る単体の損益計算書上の経

常損益に関して経常損失を計上しないこと。

　

　２　当社は平成20年２月21日付で株式会社名古

屋証券取引所から上場承認を受け、平成

20年３月27日にセントレックス市場に上

場いたしました。株式上場にあたり、平成

20年２月21日及び平成20年３月５日開催

の当社取締役会において、新株発行及び

募集の条件を決議し、平成20年３月26日

に払込が完了いたしました。

　その概要は以下のとおりであります。

　この結果、平成20年３月26日付で資本金

は848,800千円、発行済株式総数は

1,518,000株となっております。

(1）募集

一般募集（ブックビル

ディング方式による募

集）

(2）発行する株式の

種類及び数

普通株式

300,000株

(3）発行価格 １株につき650円

(4）引受価額 １株につき598円

(5）発行価額の総額 160,650,000円

(6）資本組入額 598円

(7）資本組入額の総

額
179,400,000円

(8）増資資金の使用

使途
借入金の返済に充当
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（２）【その他】

平成20年10月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………45,538千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………30円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年11月11日

　（注）　平成20年８月31日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載された株主に対し、支払いを行います。
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第６【提出会社の参考情報】

　当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券届出書の訂正届出書

　平成20年３月６日、平成20年３月12日及び平成20年３月17日東海財務局長に提出。

　平成20年２月21日提出の有価証券届出書に係る訂正届出書であります。

(2）有価証券報告書及びその添付書類

　事業年度（第36期）（自　平成19年３月１日　至　平成20年２月29日）平成20年５月27日東海財務局長に提出。

(3) 有価証券報告書の訂正報告書

　　　平成20年６月５日東海財務局長に提出。

　　　平成20年５月27日提出の事業年度（第36期）（自　平成19年３月１日　至　平成20年２月29日）有価証券報告書に係る

訂正報告書であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

 平成20年２月20日

株式会社ゲオエステート  

 取締役会　御中    

 三優監査法人  

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 杉田　純　　印

 業務執行社員  公認会計士 林　寛尚　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ゲオエステートの平成19年３月１日から平成20年２月29日までの第36期事業年度の中間会計期間（平成19年３月

１日から平成19年８月31日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計

算書及び中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社ゲオエステートの平成19年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成19年３月１

日から平成19年８月31日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認め

る。

　

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成19年９月28日にシンジケートローン契約を締結した。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

　以上

　※上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券届出書提出会社）が

別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

 平成20年11月14日

株式会社ゲオエステート  

 取締役会　御中    

 三優監査法人  

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 杉田　純　　印

 業務執行社員  公認会計士 林　寛尚　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ゲオエステートの平成20年３月１日から平成21年２月28日までの第37期事業年度の中間会計期間（平成20年３月

１日から平成20年８月31日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計

算書及び中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸

表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどう

かの合理的な保証を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手

続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

株式会社ゲオエステートの平成20年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成20年３月１

日から平成20年８月31日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認め

る。

　

追記情報　

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は中間会計期間末日後に重要な資金の借入を実行した。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　以上

　※上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提出会社）が

別途保管しております。
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